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　目的　清掃への関心や意識が高いと思われる家庭の家庭内清掃の実態やその意識の分析

や検討を通して家庭内清掃の変容の要因を明らかにし、現在の住宅や住生活に相応しい合

理的な清掃方法を考えようとするものである。

　方法　友の会会員へ清掃についての意識、日常清掃の実態、大掃除の実態等についてア

ンケート調査を行った。調査対象地及び対象者：友の会広島支部会員、主婦またはそれに

かわる人。配布数　737件、回収数　416件、回収率56％。調査方法：郵送による留置自記

法調査時期:1987年7-8月。

　結果　①調査対象家庭は、核家族（87％）で家族数4人（38％）が最も多い。主婦の年

齢は30.40代（65％）で、無職が（75％）多い。②調査対象住宅は戸建て（70％）で、建

築後6年以上-20年以内（52％）の木造住宅（57％）で、居住年数も10年未満が過半数を占

めている。住宅の規模も建坪は35坪で4-5室と比較的小規模である。③清掃についての意

識は、「清掃が好きでも嫌いでもない」が過半数を占めている。しかし、部屋の整理整頓

に「気をつけている」が（73％）とかなり多い。そしてs 1日１回規則的に行っている。

清掃への満足度は、「時間がない」「清掃はきりがない」等の理由で低い傾向がある。⑤

日常清掃は、朝食後に15分以上１時間未満（79％）で行っている。その手順は、片付け、

はたく、掃除機をかける、水拭きであり、D . K .や居間がよく清掃される。⑥大清掃は

年に1回年末に７割の家庭で行われている。

E 20　　住まいの適切な手入れに関する研究（第3報）

　　　　　一台所換気扇，レンジフードの汚れの経時変化と洗浄性-

　　　　　　　　　　　　　　　花王生活科学研　○坪井圭子　佐藤孝逸　重弘文子

　【目的】台所の換気扇等は住まいの中で最も掃除が面倒で困っている部位であり.手入れ

の頻度は低く，汚れ度合か大きい。換気扇等の適切な手入｡れについて考えるために，実際

の家庭における汚れの実態を経時的に確認し，その変性の程度や除去性について検討した。

　【方法】プロペラ型換気扇，ターボファン型レンジフードをそれぞれ３家庭に新しく取り

付け. 1 ヵ月. 3 ヵ月, 6 *月後の汚れの状熊，付着量，変性程度, 汚れの気になる程度

等を調査した。また3 ヵ月. 6 ヵ月後の汚れについては，市販の中性台所用洗剤，弱アル

カリ性一般住宅用洗剤，アルカリ性専用洗剤を用い除去効果を比較した。汚れの変性状態

は. G P＼C（Gel　Permeation　Chromatography）による分子量の変化などによって調べた。

　　　　ｘ　【結果】①汚れの付着は, 1 *月ではほとんど目立たない。家庭により.また付着部位に

より差はあるが, 3 ヵ月経過頃より汚れが目立ち，気になってくる。汚れは油とホコリが

主で，特にプロペラの裏.エッジ部. グリスフィルターに付着が多い。　②付着した汚れ

は.経時でベタペタの状態からさらに粘度が高くなり. mmへの溶m性も低下する。G p

Ｃの結果より。油の主成分であるトリグリセライドの減少や重合物の増加がみられた。

③プロペラなど平面的な部位は, 3ヶ月以内ならば中性や弱アルカリ性の洗剤でも除去が

可能？ある。6ヶ月位あるいはそれ以上の放置では，これらの洗剤に比ベアルカリ｡性専用

洗剤による洗浄効果の優位性が顕著になる。　④プロペラに比ベグリスフィルターは, 3

ヶ月以内の放置でも汚れが除去しにくいものもある。洗浄用具（ブラシなど）やつけ置き

洗浄剤を利用することで，より高い除去効果が得られる。


